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閣
議
決
定
の
内
容
及
び
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
か
らの
再
検
討
の
視
点

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

（
参
考
）
H2
8.
4都
市
計
画
運
用
指
針
を
改
正

協
議
の
透
明
化
、円
滑
化
を
図
る
べ
く、
協
議
ル
ー
ル
作
成
に
お
け
る
留
意
事
項
を
明
確
化

①
都
市
計
画
決
定
等
の
手
続
に
先
立
ち
、十
分
な
時
間
的
余
裕
を
も
って
事
前
協
議
を
実
施
す
る
こと

②
協
議
に
お
け
る
標
準
処
理
期
間
を
設
定
す
る
こと

③
協
議
不
調
の
場
合
、協
議
内
容
に
対
す
る
考
え
方
を
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
す
る
こと

1

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
に
係
る
都
道
府
県
知
事
へ
の
同
意
を
要
す
る
協
議
に
つ
い
て
は
、運
用
指
針

で
定
め
られ
た
協
議
に
当
た
って
の
留
意
事
項
の
定
着
状
況
を
踏
ま
え
、都
道
府
県
知
事
同
意
に
つ
い
て
、平
成
30
年

ま
で
に
、町
村
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
観
点
に
留
意
し、
廃
止
を
含
め
、結
論
を
得
る
。

平
成
27
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
（
平
成
27
年
12
月
22
日
閣
議
決
定
）
（
抄
）

ア
上
記
対
応
方
針
に
お
い
て
「町
村
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
観
点
に
留
意
し、
廃
止
を
含
め
、結
論
を
得
る
」と
され
て
い
る
趣
旨
を

踏
ま
え
、廃
止
の
目
処
を
明
確
に
示
した
上
で
、留
意
事
項
の
定
着
に
向
け
た
取
組
を
速
や
か
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
か
ら
の
再
検
討
の
視
点

イ
協
議
ル
ー
ル
を
策
定
して
い
な
い
団
体
を
含
め
ほ
とん
どの
都
道
府
県
で
留
意
事
項
が
守
られ
て
い
る
又
は
概
ね
守
られ
て
い
る
こと

か
ら、
実
態
とし
て
、留
意
事
項
の
定
着
は
図
られ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ウ
大
多
数
の
市
で
は
、適
切
な
協
議
の
実
施
を
通
じて
合
意
形
成
が
図
られ
て
い
る
と言
え
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、少
数
の
支
障

事
例
に
つ
い
て
は
、周
知
の
徹
底
、事
後
の
関
与
を
通
じた
是
正
等
に
よ
り対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

→
以
上
の
こと
か
ら、
留
意
事
項
の
定
着
に
向
け
た
更
な
る
取
組
み
を
進
め
る
こと
を
前
提
とし
た
とし
て
も
、同
意
を
廃
止
す
る
結

論
を
平
成
30
年
中
に
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
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８
月
ヒア
後
に
お
け
る
留
意
事
項
の
定
着
に
向
け
た
取
組
と定
着
状
況
①

協
議
ル
ー
ル
に
お
け
る
留
意
事
項
の
定
着
状
況

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

H3
0.
７
調
査

協
議
ル
ー
ル
を
策
定

45

留
意
事
項
①
を
記
載

28

留
意
事
項
②
を
記
載

34

留
意
事
項
③
を
記
載

13

全
て
の
留
意
事
項
を
記
載

11

→
残
り２
団
体
は
協
議
ル
ー
ル
を
策
定
して
い
な
い

（
い
ず
れ
も
策
定
を
検
討
中
）

協
議
ル
ー
ル
を
制
定
して
い
る
45
団
体
の
うち
、定
め
て
い
な
い

留
意
事
項
が
１
つ
以
上
あ
る
も
の
は
34
団
体

特
に
留
意
事
項
③
を
定
め
て
い
る
団
体
は
13
団
体
に
とど
ま
っ

て
い
る

[団
体
]

H
30
.8
.2
9

事
務
連
絡
を
都
道
府
県
宛
に
発
出

町
村
の
都
市
計
画
決
定
に
係
る
都
道
府
県
知
事
の
同
意
に
つ
い
て
、平
成
27
年
の
閣
議
決
定
で
「留
意
事
項
の
定
着

状
況
を
踏
ま
え
、…
、廃
止
を
含
め
、結
論
を
得
る
」と
され
て
い
る
旨
を
改
め
て
周
知
した
上
で
、最
新
の
定
着
状
況
や
関

係
す
る
具
体
的
な
事
例
等
を
示
しな
が
ら、
留
意
事
項
を
協
議
ル
ー
ル
とし
て
適
切
に
策
定
・更
新
す
る
よ
う改
め
て
要
請
。

＜
留
意
事
項
の
定
着
に
向
け
た
取
組
＞

2

H
30
.9
.2
7

事
務
連
絡
を
都
道
府
県
宛
に
発
出

都
道
府
県
の
取
組
を
支
援
し、
横
展
開
を
図
る
た
め
、留
意
事
項
を
位
置
付
け
て
い
る
協
議
ル
ー
ル
の
優
良
事
例
を
周
知
。

※
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
と調
整
の
上
、発
出

※
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
と調
整
の
上
、発
出

※
H3
0.
10
.1
調
査
（
次
頁
）
に
よ
り都
道
府
県
担
当
者
の
誤
認
が
あ
った
こと
が
判
明
した
箇
所
の
数
値
に
つ
い
て
一
部
修
正
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８
月
ヒア
後
に
お
け
る
留
意
事
項
の
定
着
に
向
け
た
取
組
と定
着
状
況
②

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

3

H
30
.1
0.
1

都
道
府
県
に
対
し事
務
連
絡
等
を
踏
ま
え
た
協
議
ル
ー
ル
の
策
定
・更
新
意
向
等
を
調
査

＜
留
意
事
項
の
定
着
状
況
＞

○
協
議
ル
ー
ル
を
策
定
して
い
な
い
２
団
体
は
、半
年
以
内
又
は
１
年
以
内
に
協
議
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
方
向
で
案
を
作
成
中
。

○
前
回
の
ヒア
リン
グ
（
H3
0.
8）
以
降
、新
た
に
協
議
ル
ー
ル
を
策
定
、更
新
した
団
体
は
な
い
。

○
協
議
ル
ー
ル
を
策
定
して
い
る
45
団
体
の
うち
、定
め
て
い
な
い
留
意
事
項
が
１
つ
以
上
あ
る
34
団
体
に
つ
い
て
、今
後
留
意
事

項
を
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
る
意
向
は
一
定
程
度
確
認
で
き
た
も
の
の
、現
時
点
で
は
、市
町
村
との
調
整
に
入
る
た
め
の
案
の

作
成
に
未
着
手
又
は
未
了
で
あ
る
団
体
が
ほ
とん
ど。

留
意
事
項
を
記
載
す
る
、又
は
記
載
す
る
方
向
で
検
討
中

（
24
団
体
）

３
ヶ月
以
内
に
実
施
見
込
み
２
団
体

半
年
以
内
に
実
施
見
込
み
14
団
体

１
年
以
内
に
実
施
見
込
み

４
団
体

２
年
以
内
に
実
施
見
込
み

１
団
体

具
体
的
な
時
期
は
未
定

３
団
体

留
意
事
項
を記
載
しな
い
、又
は
記
載
しな
い
方
向
で
検
討
中

２
団
体

留
意
事
項
の
記
載
に
つ
い
て
は
未
定

８
団
体

■
具
体
的
な
取
組
状
況

案
を
未
作
成

22
団
体

作
成
に
未
着
手

10
団
体

作
成
に
着
手
（
未
了
）
12
団
体

案
を
作
成
し、
市
町
村
と調
整
中
２
団
体

うち うち
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提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
か
ら
の
再
検
討
の
視
点
に
対
す
る
考
え
方
①

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

ア
平
成
27
年
の
対
応
方
針
に
お
い
て
「町
村
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
観
点
に
留
意
し、
廃
止
を
含
め
、結
論
を
得
る
」と
さ
れ
て
い
る

趣
旨
を
踏
ま
え
、廃
止
の
目
処
を
明
確
に
示
した
上
で
、留
意
事
項
の
定
着
に
向
け
た
取
組
を
速
や
か
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
以
上
の
こと
か
ら、
現
時
点
で
は
、対
応
方
針
で
明
記
され
た
「運
用
指
針
で
定
め
られ
た
協
議
に
当
た
って
の
留
意
事
項
の
定
着
」

が
図
られ
た
とは
言
え
な
い
。

○
上
記
34
団
体
に
つ
い
て
、今
後
留
意
事
項
を
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
る
意
向
は
一
定
程
度
確
認
で
き
た
も
の
の
、現
時
点
で
は
、

市
町
村
との
調
整
に
入
る
た
め
の
案
の
作
成
に
未
着
手
又
は
未
了
で
あ
る
団
体
が
ほ
とん
ど。

イ
協
議
ル
ー
ル
を
策
定
して
い
な
い
団
体
を
含
め
ほ
とん
どの
都
道
府
県
で
留
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
る
又
は
概
ね
守
ら
れ
て
い
る
こと

か
ら
、実
態
とし
て
、留
意
事
項
の
定
着
は
図
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

○
留
意
事
項
③
（
協
議
不
調
時
に
お
け
る
都
市
計
画
審
議
会
へ
の
知
事
意
見
等
の
提
出
）
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
事
例
が
な

い
とい
う理
由
で
協
議
ル
ー
ル
化
して
い
な
い
都
道
府
県
が
多
く、
今
後
都
道
府
県
と市
町
村
の
考
え
に
食
い
違
い
が
生
じた
場
合
に

適
切
な
協
議
が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こと
か
ら、
あ
らか
じめ
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
て
お
くこ
とが
必
要
。

4

○
現
時
点
で
、２
団
体
が
協
議
ル
ー
ル
未
策
定
。ま
た
、策
定
済
み
の
45
団
体
の
うち
、留
意
事
項
③
を
は
じめ
、定
め
て
い
な
い
留

意
事
項
が
１
つ
以
上
あ
る
も
の
は
34
団
体
。

○
運
用
指
針
で
記
載
して
い
る
とお
り、
協
議
の
透
明
化
、実
質
化
、円
滑
化
等
を
図
る
た
め
に
は
、協
議
ル
ー
ル
とし
て
留
意
事
項
を

明
記
し、
将
来
に
わ
た
って
適
切
な
協
議
が
行
わ
れ
る
環
境
を
整
備
して
お
くこ
とが
必
要
。
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提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
か
ら
の
再
検
討
の
視
点
に
対
す
る
考
え
方
②

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

ウ
大
多
数
の
市
で
は
、適
切
な
協
議
の
実
施
を
通
じて
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
い
る
と言
え
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、少
数
の
支
障

事
例
に
つ
い
て
は
、周
知
の
徹
底
、事
後
の
関
与
を
通
じた
是
正
等
に
よ
り対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

○
コン
パ
クト
な
ま
ち
づ
くり
の
推
進
に
著
しい
支
障
が
生
じて
い
る
事
例
や
周
辺
自
治
体
等
が
自
らの
ま
ち
づ
くり
に
マ
イナ
ス
の
影
響
を

及
ぼ
す
とし
て
反
発
して
い
る
事
例
な
ど、
看
過
で
き
な
い
事
例
が
発
生
して
い
る
こと
は
事
実
で
あ
り、
対
応
方
針
に
記
載
され
て
い
る

とお
り、
あ
らか
じめ
留
意
事
項
を
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
、将
来
に
わ
た
って
適
切
な
協
議
が
行
わ
れ
る
環
境
を
整
備
して
お
くこ
と

が
必
要
。

○
都
市
計
画
は
、私
権
制
限
た
る
土
地
利
用
制
限
を
課
す
も
の
で
あ
り、
一
旦
決
定
した
都
市
計
画
に
基
づ
き
開
発
や
建
築
が
行
わ

れ
れ
ば
事
後
的
な
是
正
は
困
難
で
あ
る
こと
か
ら、
法
令
に
基
づ
く基
準
・手
続
に
従
って
事
前
に
調
整
を
図
る
こと
が
必
要
。

○
協
議
ル
ー
ル
が
未
策
定
、留
意
事
項
（
特
に
③
）
が
協
議
ル
ー
ル
に
記
載
され
て
い
な
い
な
ど、
対
応

方
針
で
示
され
た
留
意
事
項
の
定
着
が
未
だ
図
られ
て
い
な
い
こと
か
ら、
同
意
を
廃
止
す
る
とい
う結
論
を

本
年
中
に
得
る
こと
は
難
しい
状
況
。

5

＜
ま
とめ
＞

○
国
土
交
通
省
とし
て
は
、対
応
方
針
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、同
意
に
つ
い
て
の
結
論
を
で
き
る
だ
け
早
く得
る

こと
が
で
き
る
よ
う、
留
意
事
項
の
定
着
に
向
け
た
自
治
体
の
取
組
を
促
進
す
る
な
ど、
必
要
な
環
境
整
備

を
図
って
ま
い
りた
い
。
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〇
育
児

休
業
は
、
労
働
者
の
雇
用
の

継
続
を
図
る
た
め
、
子
が
１
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
労
働
者
の
希
望

に
よ
り
取
得
で
き
る

も
の
（

育
児

・
介
護
休
業
法
）
。

〇
育
児

休
業
中
に
は
、

労
働
者

が
育

児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
し
、
労
働
者
の
雇
用
の
継
続
を
援
助
・
促
進

す
る
た
め
、
育
児
休

業
給
付

が
支

給
さ
れ
る
（
雇
用
保
険
法
）

育
児

休
業

及
び

育
児
休

業
給
付
に

つ
い
て

基
本
的
枠
組

み

〇
雇
用

の
継
続
を
促
進

す
る
観

点
か

ら
、
基
本
的
な
枠
組
み
は
維
持
し
つ
つ
、
子
が
１
歳
に
達
し
た
以
降
も

な
お
休
業
が
必
要
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
子
が
最
長
２
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
取
得
で
き
る
。

※
休

業
が

必
要

な
特

別
な
事

情
：

保
育

所
に
入

所
で

き
な

い
場

合
等

〇
延
長
し
た
期
間
に
も

、
育
児

休
業

給
付
が
支
給
さ
れ
る
。

さ
ら
な
る
休
業
が
必
要
な
場
合
の
措

置

29
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○
１
歳
６
ヶ
月
に
達
し
た
時
点
で
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
等
の
場
合
に
再
度
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
育
児
休
業
期
間
を

「
最
長
２
歳
ま
で
」
延
長
で
き
る
。

○
上
記
に
合
わ
せ
、
育
児
休
業
給
付
の
支
給
期
間
を
延
長
す
る
。

保
育
所
に
入
れ
な
い
等
の
理
由
で
、
や
む
な
く
離
職
す
る
等
、
雇
用
継
続
に
支
障
が
出
る
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
保
育
所
に

入
る
ま
で
は
育
児
休
業
を
取
得
出
来
る
よ
う
に
措
置
す
る
。

改
正
の
趣
旨

改
正
前
の
内
容
・
課
題

改
正
の
内
容
【
平
成

29
年

10
月
１
日
施
行
】

０
歳

１
歳
６
ヶ
月

１
歳

延
長
申
請

０
歳

１
歳
６
ヶ
月

年
度
末

２
歳

延
長
申
請

延
長
申
請

＜
課
題
＞

保
育
所
へ
の
入
所
が
一
般
的
に
年
度
初
め
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
育
所
に
預
け
ら
れ
ず
、
か
つ
育
休
も
取
得
出
来
な
い
期
間
と
な
る
。

年
度
末

１
歳

○
育
児
休
業
期
間
は
、
原
則
と
し
て
子
が
１
歳
に
達
す
る
ま
で
。
保
育
所
に
入
れ
な
い
等
の
場
合
に
、
例
外
的
に
子
が

１
歳
６
か
月
に
達
す
る
ま
で
延
長
で
き
る
。

育
児

休
業

期
間
の
延
長

（
育
児
・
介
護
休
業
法
、
雇
用
保
険
法
関
係
）

※
１
歳
６
か
月
ま
で
の
延
長
は
平
成

16
年
育
児
・
介
護
休
業
法
等
改
正
で
措
置
。
平
成

17
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

30



育
児
休
業
・
育

児
休
業
給
付
の
延
長
に
関
す
る
基
本

的
な
考

え
方

○
育
児
休
業
・給

付
は
原
則
と
し
て

1歳
に
達
す
る
ま
で
取
得
・受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

保
育
所
等
に
入

れ
な
い
場
合

な
ど
に
は

、
最

長
２
歳

に
達

す
る
ま
で
延
長
可
能
。

こ
の
延
長
措
置

は
、
職

場
に
復

帰
し
た
い
に
も
か

か
わ

ら
ず
、
保

育
所
等
に
入
所
で
き
ず
、

不
本
意
な
離

職
に
繋

が
る
こ
と
を
防

止
す
る
趣

旨
で
講
じ
て
い
る
。

○
育

児
休
業

・
給
付

の
延

長
は

保
育
所

等
に
入

れ
な
い
場
合

に
限
ら
れ
た
例
外
的
措
置

で
あ
り
、
そ
の
証

明
は

個
々

具
体
的

な
保

留
決

定
通
知

書
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
、
御
提

案
の
よ
う
な
「
入
所
困

難
地
域

」の
証

明
だ
け
で
は

不
十

分
で
あ
る
。
保
留
決
定
通
知
書

は
、
保
育
を
希
望

し
な
が
ら
保
育

所
等
に
入

れ
な
か

っ
た
場

合
に
必
ず
交
付
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
活

用
す
る
こ
と
は

合
理
的

な
取

扱
い
で
あ
る
と
考

え
る
。
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地
方
分
権
提
案
へ
の
対
応
策
（
１
）

○
保
育
所
等
の
利
用
調
整
に
当
た
り
、
入
園
希
望
者
が
申
し
込
ん
だ
保
育
所
等
に
入
れ
な
か
っ
た
場

合
に
育
児
休
業

の
延
長
が
可
能
か
否
か
を
あ
ら
か
じ
め
表
示
さ
せ
る
等
の
手
法
に
よ
り
、
保
育
ニ
ー

ズ
の

高
い
方
を
優
先
的
に
扱
う
な
ど
の
運
用
上
の
工
夫
の
方
法
を
、
国
か

ら
自
治
体
に
提
示
。

公
平
な
利
用
調
整
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
過
剰
な
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る

早
く
職

場
復

帰
し
た
い
方

希
望
の
保
育
所
に
入
れ
た
ら
職

場
復

帰
し
た
い
が

、
仮

に
落
選
し
た
場
合
に
は
育
休
の
延

長
を
許

容
で
き
る
方

「
直

ち
に
復

職
希

望
」
に

チ
ェ
ッ
ク

「
保
育
を
希
望
す
る
が

、
申

し
込

ん
だ

園
に
落
選
し
た
場
合

は
育

休
延

長
等
も
可
」
に
チ
ェ
ッ
ク

利
用
調
整
に
係

る
点
数
の
減
点

現
行
ど
お
り
利
用
調
整
を
行
う

利
用
調
整
の
際
に
、
他
の
利
用
申
込
者

よ
り
優
先
順
位
が

下
げ
ら
れ
る
。

※
保

育
所

等
に
空
き
が
無
い
場
合
は
落
選

保
育
所
等
申
込

書
に
記

載
欄
を

設
け
る

＜
運
用
上
の
工
夫
の
イ
メ
ー
ジ
＞

32



地
方
分
権
提
案
へ
の
対
応
策
（
２
）

明
ら
か
に
制
度
趣
旨
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
育
児
休
業
・
給
付
の
延
長
の
申
出
が

あ
っ
た
場
合
に
、
や
む
を
得
な
い
理
由
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
、
適
切
に
対
処
す
る
。

第
一
希
望

の
保
育
所
等
に
当

選

二
次
調
整
に
申

込
み

内
定

辞
退

落
選

保
留

決
定

通
知

書
第

一
希

望
の

保
育

所
等

に
当

選
し
た
の
に
辞
退
し
て
、

二
次

調
整

に
申

し
込

ん
で
落
選

し
た
旨
を
通
知
書
に
記
載

育
休
・
給
付
の

延
長

可
否

を
決

定

※
保
留
決
定
通

知
書
に
そ
の

旨
の

記
載
が

あ
る
場

合
、
会

社
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、

内
定
の
辞
退

に
や

む
を
得

な
い
理

由
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

を
確
認
審
査

育
児
休
業
制
度
の
適
切
な
運
用
が
図
ら
れ
る

確
認
審
査
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